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UACJが目指す“軽やかな世界”へ導く羅針盤
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誰もが幸せを感じられる 健やかで調和の取れた社会へ
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Well-being 新しい２つのマテリアリティ
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多様性と機会均等の浸透（DE&I）

人権の尊重
人権に関する施策の推進は、 UACJグループの内外を問わず

社会全体の“Well”を向上し、未来の“Well”につながるものである

さまざまなバックグラウンドを持つお互いを尊重し合うことが

当社グループのみならず社会全体の“Well”であり、

“良い状態”を目指してより一層取り組みを強化していくものである

「誰もが幸せで幸せを感じられる 健やかで調和のとれた社会」 のために取り組んでいく重要課題
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多様性と機会均等の浸透（DE&I）

人権の尊重

人材戦略プロジェクトと人的資本
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UACJグループの行う人権活動イメージ
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UACJグループの人権活動

グループ内の活動 グループ外の活動

他他

UACJグループの人権活動は、従業員一人ひとりが健やかでいられる環境を守ることを含む

サステナブル調達ガイドラインの制定

現代奴隷法に関する取組状況の公表

障害者差別解消法等 法規対応

グリーバンスメカニズムの構築

人権教育

人権侵害の防止

人権DDの実施

内部通報窓口

コンプライアンス委員会

働き方改革

自己啓発の支援

階層別教育

DE&I

健康経営

人材育成

人材委員会

・UACJグループ人権基本方針（2022年3月制定）

・UACJグループ行動規範

企業理念ならびに行動指針「UACJウェイ」に基づき、人権尊重の取り組みについてUACJグループからの

約束を示すもの。本方針に基づき、UACJグループの人権尊重の取り組みを推進する。

UACJグループ人権方針 https://www.uacj.co.jp/sustainability/social/human-rights.htm#ac02

https://www.uacj.co.jp/sustainability/social/human-rights.htm#ac02
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（顕在的・潜在的な負の影響に対する）

予防 / 是正措置の実施

人権への影響評価

人権方針の策定

人権に関する取り組み
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企業が求められる人権対応の全体像

方針による
コミットメント

人権DDの実施

救済措置

教育・研修の実施

社内環境 / 制度の整備

サプライチェーンの管理

当社グループにおける取り組み状況

モニタリング（追跡調査）の実施

外部への情報公開

苦情処理メカニズムの整備

• 2022年3月、UACJグループ基本方針を制定
• WEBサイトで公開

• グループ行動規範の勉強会を部単位で継続実施
• ハラスメント行為防止のための研修を継続実施

• グループリスクマネジメント活動において特定

• ワークライフバランス、健康経営の推進

• サステナブル調達ガイドラインを策定

• 拠点の特性に合わせたアンケートやインタビュー、
リスク調査を実施

• 社内報告後、結果をWEBサイトで開示

• 社外向け、社内向けそれぞれに専用窓口を設置
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人権への取り組み – 人権デューディリジェンス（DD）の計画と実施
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UACJ押出加工名古屋安城製作所で人権ＤＤを実施、負の影響とリスクなし

UACJ押出加工名古屋 安城製作所
において、技能実習生の人権への負
の影響の特定・評価のため、関係書
類、作業場および住居の確認、イン
タビューを実施。
良好な労働環境であることを確認。

2022
年度

人権基本方針にリンクする、
調達ガイドラインの更新版を作成

海外も含めた取引先等の苦情を
受け付けるグリーバンスメカニズム
の構築に着手

◆ 2022年度実施 人権DD結果とリスク評価マップ

製造所での人権ＤＤ サプライヤーへの人権DD

2023
年度
～

12月から順次、名古屋および小山地
区にて人権DD実施予定。
海外グループ会社についても、
現地事務所訪問と対話を実施予定。

2030年度までに、主要なグループ会
社の従業員を対象範囲として
人権DD実施をめざす。

「サステナブル調達ガイドライン」を
開示予定（2023年度中）。
海外からの苦情にも対応できる相
談窓口を開設予定（2023年度中）。
2030年度までに、主要な取引先に
対して調達ガイドラインへの賛同を
確認する。

1
項目

1
項目

18
項目

問
題
が
起
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た
時
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度
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ク
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内
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性
）

影響大/

救済困難

影響有/

救済可能

影響小/

救済容易

影響なし/

救済可能

問題なし

問題が起こる可能性・頻度

限りなく
少ない

少ない 起こる可能性
あり

時々
起こる

よく
起こる
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多様性と機会均等の浸透（DE&I）

人権の尊重

人材戦略プロジェクトと人的資本
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ダイバーシティ（DE&I）の浸透で目指す企業価値の向上
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UACJ ウェイ「相互の理解と尊重」を実行し、新たな価値創出に挑戦する従業員を支援する

多様な個人の
掛け合わせ

非連続的な
イノベーション

培った経験、専門性
それぞれの感性、価値観

中長期的な
企業価値の向上へ

【施策でサポート】
 社内における社会的障壁の排除
 従業員一人ひとりが最大限能力を発揮できる職場環境の整備
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ダイバーシティ（DE&I）推進宣言
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多様性と機会均等の浸透（DE&I）

人権の尊重

人材戦略プロジェクトと人的資本
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人材戦略プロジェクトの本格始動
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UACJグループの長期的な方向性の設定「人材」に関する外部環境の変化

 UACJウェイの制定

安全とコンプライアンスを行動原則とし、UACJグルー
プ社員が共通して持つべき行動指針を制定

 UACJ VISION 2030の設定

方針「アルミニウムを究めて、サステナブルな社会の
実現に貢献する」を設定

４つの貢献方針と、３つの貢献分野を特定

 「人材」に関わる外部環境

‐ 労働市場の変化による人材の流動性拡大

‐ 働く人の価値観が年功から能力・実力重視へ変化

‐ 企業は人材から「選ばれる」存在に

内部環境からの視点外部環境からの視点

「UACJウェイ」を体現し、
中長期戦略の達成を牽引する人材の
獲得・育成が急務

 従業員一人ひとりにとって、魅力ある組織
風土・働く環境づくりを整備する必要

 時代の潮流に合った人事制度の改革や、
新しい取り組みの導入を検討せねばならな
い

人材戦略プロジェクト
の始動へ

外部環境の変化、経営目標の設定に応じた人材戦略を検討
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人材戦略がめざすもの
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既存の人材

各事業・本部

 人材要件の検討

 現場での育成状況の確認

 制度・施策の適切な運用

人事部門

新たな人材

グローバル人材

事業基盤イノベーション人材

付加価値創出人材

開発イノベーション人材

● 戦略的に輩出する人材

VISION 2030 を実現する人材

●ビジネス基盤を支える人材

UACJウェイを体現し
実践する人材 “管理”から“支援”へ

 グループを横断する
人的プラットフォームの整備

 各事業・本部での人材育成の支援

各事業・本部と人事部門との密な連携・協力により、求める人材の育成を実現

育成

連携・協力

成長

育
成

活躍する
人材へ

採用

教育
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これまで
労務型人事
⇒戦略的人事への
⇒転換

Phase1
VISION 2030に
向けた基盤づくり

Phase2
VISION 2030に
向けた変革を本格化

Phase3
VISION 2030に
向けた仕上げ

完成期
VISION 2030 を
実現する人材が
最適化

人材戦略プロジェクト 実施ステップ
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2018年度～

2021年度～

2024年度～

2026年度～

2021年度 2022年度 2023年度

人材要件の策定

VISION 2030実現に向けて

求める人材要件の策定

現場への課題ヒアリング

求める人材の
目標設定

人材への計画的な
育成の実施

課題分析

コンセプト設計

制度・施策の
詳細設計

導入準備

人材育成の実行・推進

人材マネジメントの仕組みの変革
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人的資本に関するKPIの設定
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ものづくり人材の育成 ・・・ 技能開発セミナー受講者数 196人 229人

人材育成の推進 ・・・ 階層別研修参加者数 476人 646人

エンゲージメントの向上 ・・・ エンゲージメント調査実施率 80.0％ 80.0％

魅力ある処遇の実現 ・・・ 男女間の賃金水準格差 - 78.4％*

ダイバーシティの推進 ・・・ 女性管理職比率 2.2％ 3.4％

ワークライフバランス ・・・ 有給休暇取得率 62.0％ 69.0％

健康経営の推進 ・・・ 健康診断受診率 100％ 100％

これまで培ってきた、多岐にわたる人的な指標を活用し、UACJ VISION 2030 を実現しうる人材を

育成すべく取り組みを進める 2021年度
実績

2022年度
実績

成
長
・や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る

職
場
環
境
を
提
供

個
々
が
尊
重
さ
れ
る

職
場
環
境
の
提
供

働
き
や
す
い

職
場
環
境
の

提
供

*男女間の賃金水準格差については、同一労働の賃金に差はなく、等級別人数構成の差によるもの
その他の人的資本にかかるKPIの推移は、UACJ Report 2023 「サステナビリティの進化 人材マネジメント」（p65-66）をご覧ください
https://www.uacj.co.jp/ir/library/pdf/2023/03_2023uacjr.pdf

https://www.uacj.co.jp/ir/library/pdf/2023/03_2023uacjr.pdf
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エンゲージメント調査の施策への反映
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調査結果の
分析

施策の立案・実行

分析結果
• 役員、部課長へ結果をフィードバック
• 自部門の改善すべき項目や取組事項を
検討

施策の実行
1. 労使検討と人事制度の改善
2. 自部門の改善すべき項目について、
年度方針に落とし込み
自主改革宣言として登録

エンゲージメント調査の結果分析に基づいた、効果的な人的資本施策を展開する

エンゲージメント
調査の実施

調査機関 2022/12/1～2022/12/16

調査範囲
UACJおよび日本国内関連会社
UATH（トライアル実施）

回答率 80％

調査項目

1. 総合：自社での働き甲斐、他者に自
社を勧めたいか？

2. モチベーション
3. 仕事のスタイル（働き方）
4. 職場の活気（活力）
5. 職場コミュニケーション
6. 職場マネジメント
7. 制度・評価・処遇
8. コンプライアンス経営
9. 経営トップマネジメント
10. 顧客志向
11. UACJ独自項目

・自社の理念、ウェイ、行動規範実践度
・健康経営についての理解度
・ハラスメント関連
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人的資本の財務インパクトへの連動
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2023年度より、ESGデータ分析プロジェクトをスタート。京都大学砂川研究室との連携

まずは人事施策、エンゲージメント調査結果と財務指標の関連性を探り、人的資本による財務インパクトの可視化を図る

企業理念の浸透

ダイバーシティの推進

健康経営の実践

その他人的資本施策の実行

KPIの抽出

（ex）
従業員の構成
理念対話会の開催回数
従業員の健康状態

エンゲージメント調査結果分析

エンゲージメント
モチベーション
風土・文化
相互理解

財務指標

（ex）
売上収益高

営業利益率

ROE

ROIC

PBR

人的資本施策の
実施

関係性を分析

次の施策に反映

施策結果を集約
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誰もが幸せを感じられる 健やかで調和の取れた社会へ
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